
2月28日午後、小林あゆみ
はホームセンターのトミコシ高
島平ボウル（都内板橋区）でチャ
レンジマッチを開催していた。
デビュー当時から公認ファンク
ラブを有する人気プロだけあっ
て、この日の参加者も“満員札
止め”の46人。その表情は、
スランプの真っ只中だった一昨
年秋の取材時よりもはるかに明
るく、生き生きとしていた。

昨年は公式戦6大会に出場し
て入賞2回（六甲クイーンズ10
位、JPBA★SSSカップ9位）。
妹・小林よしみが悲願の初タイ
トルを獲得した最終戦の全日
本女子プロ選手権では、初日の
予選 Part2終了時点で8位（よ

会の企画をスタッフと一緒に考
えたりはするけれど、基本的に
はプロとしての仕事（チャレン
ジやボウリング教室など）が中
心」という。また、センター主
催のリーグにも2本参加。人気
プロゆえ、全国各地のセンター
からも毎月コンスタントにチャ
レンジの依頼が舞い込む多忙な
身だが、今年は新規スポンサー
の獲得も目指したいという。
「体作りを含めてスポーツ
メーカーさんにごヒイキにして
もらえたらいいな、と。プロス
ポーツ選手として見てもらえる
だけの体作りをして、その上で
ボウリングも結果が残せたらい
いと思っています」
ボウリングに関しては「投げ
方云々を変えるのではなく、ラ
イン取りやボールのチョイスが
しっかりできるように勉強した
い。30歳を過ぎ
たので、マッサー
ジや整体でキチン
と体をケアしてい
くことも必要です
ね」という。
今年はデビュー

10周年の節目の
年。コロナ禍の影
響で統合された
2020／21シー
ズンはポイントラ
ンキング36位で
の折り返しとなっ
たが、今年の目標
はどのあたりに置
いているのだろうか？
「順位戦で投げるのはイヤな
ので（笑）、最低限、第2シード
には入っておきたい。第1シー
ドも、今ポイントは3勝ずつし
た（姫路）麗さんと（坂本）かや

ちゃんが取り合っていて、ボー
ダー（18位）まではそんなに離
れていないので、可能性がある
うちは狙っていきたいです」
13年の宮崎プロアマオープ
ンで3勝目を挙げて以来、優勝
からは遠ざかっているだけに発
信は至って控え目だが、Ｐ★
Leagueではここ2年で3度優
勝し、昨年の第15シリーズは
総合優勝も果たしている。調子
は間違いなく上向きだ。
「引っ越ししたこともあって、
実はここ半年くらい、練習もト
レーニングもほとんどできてい
ないんです（苦笑）。チャレンジ
を練習がわりにしている人もい
るけど、私は練習で黙々と数を
投げたいタイプ。ツアー再開の
時期に合わせて、時間を作って
仕上げていきたいと思います」
（取材協力：共同エディット）

▲「基本マイペースで、周りの人の成績はあまり気
　にならない」という

しみは7位）につけていたが、
2日目に失速し、わずか8ピン
差で準決勝進出を逃す（総合
25位）という、悔しい結果に
終わっている。
「最終日は午前中だけ会場に
いて、決勝はランクシーカーの
生配信を自宅のパソコンで見て
いました（苦笑）。妹の優勝はも
ちろんうれしいです。よしみの
場合、いつもそこそこいい位置
にいながら、あと一歩というと
ころでチャンスを逃すことが多
かったので、ここまできたら優
勝してほしいなという気持ちで
見ていました。全日本はいちば
ん大きいタイトル。私もいつか
は獲りたいですね」
よしみといえば、前号の本紙
インタビューで、常に姉の後塵
を拝していた時代の複雑な胸中

を明かしていたが、あゆみは「私
が感じていなかっただけかもし
れないけど、姉妹でギクシャク
するようなことはなかったと思
います」と苦笑する。センター
の大会予定表を見ると、3週前
の祝日（2月11日）には姉妹の
ダブルチャレンジが開催されて
いた。
「普段は二人のスケジュール
を合わせるのが難しいけれど、
トミコシであればよしみの都合
に合わせてチャレンジも企画で
きる。ここ数年はバレンタイン
の時期に開催するのが定番化し
てきています」

トミコシでは「副支配人」の
肩書を持つが、「イベントや大
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3連勝で2020年を終えた

永野の快進撃は続くか !?
2020年の男子レギュラーツ

アーは、コロナ禍で延期や中止
が相次ぎ、9月24日に行われ
た新設のドリスタメンズカップ
が開幕戦となった。同じく新設
トーナメントのＡＰＡプレゼン
ツ・キングス＆クイーンズ（以
下ＡＰＡ・K＆Q）、そしてＪＰ
ＢＡ★ＳＳＳカップ、全日本プ
ロ選手権と、開催された大会は
わずか4本にとどまった。
ＡＰＡ・K＆Qから全日本ま
で、3連勝を飾った永野すばる
の充実ぶりが際立った。もちろ
んポイントランキングでトップ

に立っているが、とくに賞金ラ
ンキングはすでに700万円余
りを稼いで独走態勢だ。
ランキング2位につける藤井
信人は、ＡＰＡ・K＆Qと全日本
の優勝決定戦で永野に敗れ、い
ずれも準優勝だったが、172
ポイント差と射程圏。アベレー
ジでは僅差ながら永野を抑えて
トップに立っている。
現在3位の谷合貴志、6位の

山本勲ら実力者が順当に上位を
占めるなか、ドリスタメンズ
カップで、新城一也がレギュ
ラーツアーでは初の両手投げ覇

者となった。
一昨年の新人
戦でも両手投
げの森元洋行
が優勝してお
り、すでにＰ
ＢＡでは両手
投げが一大勢
力となっているが、ＪＰＢＡで
も大きな潮流となるかどうかが
注目される。
新城は55期だが、1年後輩

の56期では松浦和彦が4位、
水野耕佑が11位につけ、さら
に57期では佐藤貴啓が7位。

ルデンボウル）に開催予定のグ
リコセブンティーンアイス杯
（男女共催）となりそうだ。注
目はなんといっても永野の4連
勝なるかどうかだが、他のプロ
もそれを阻止すべく全力で挑ん
でくるだろう。そして、昨年は
鳴りを潜めていた感のある川添
奨太（現在16位）が、どこでエ
ンジン全開となるかにも注目
だ。
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そしてランキングは28位だが、
（ポイント加算されない）新人
戦で初タイトルを獲得した藤村
隆史など、新しい勢力の台頭も
目立ってきた。
今のところ今年の開幕戦は、

5月22～23日（富山地鉄ゴー

こばやし・あゆみ／1989年11月
19日生まれ、栃木県出身。159㌢、
左投げ。2011年プロ入り（44期
／ライセンス№478）。公式戦優
勝3回、P★League優勝5回。ト
ミコシ高島平ボウル所属。

ＦＯＣＵＳ ＵＰ 妹・小林よしみの初タイトル獲得で気になる姉・あゆみの“今”

デビュー 10 周年
今後の目標は？

うれしかった
妹の全日本初Ｖ

▲この日のチャレンジでは4Ｇ890をマーク。ちなみに46人の参加者のうち、ハンデ込みで彼女のスコアを上回った
　のは4人だった
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 １ 　永野すばる（40）
 ２ 　藤井　信人（52）
 ３ 　谷合　貴志（52）
 ４ 　松浦　和彦（56）
 ５ 　新城　一也（55）
 ６ 　山本　　勲（44）
 ７ 　佐藤　貴啓（57）
 ８ 　森本　健太（51）
 ９ 　渡邊　雄也（52）
10　渡邉　航明（49）
11　水野　耕佑（56）
12　斉藤　祐哉（49）
13　甘糟　翔太（54）
14　玉井慎一郎（37）
15　髙橋　俊彦（55）
16　川添　奨太（49）
17　和田　秀和（48）
18　入口　光司（54）
19　齋藤　剛一（52）
20　髙田　浩規（52）
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※2020年終了現在
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